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注 ユ骸当する□には レ 印を記入してください。待定事業者以外で自主移加される事葉輩の方lt レ 印の琵入は不要です。

2「 基準年度」とは計画期間の前年度を 「 Er標年度Jと は計画期間の最終年産をいいま五

3 1事 業所等排出区分Jと は 京 都府内の事業所寧り手養活動のためのエネルギーのtLRに 伴い発生する退室筋巣ガスを 「輸送革面排出区分J
とは 自 動車選基専業者については使用の本拠の位置を京都府内とする軍丙の様出する温豊効果ガスを 鉄 道手策者については煤有する貨菊革
両又は旅客車両の排出する温室効果ガスを 「その他拝出区狗 とは 上 記以外の京都府内における手☆所等り章茶活動に伴い発生する浪室幼
果メスをいいます
4「 驚記事項」には 平 成2年度 (1990年 度)を 基準とした排出量の対比やェネルギー原単位C01排 出量 省 エネ虫畠開発など他者のla室幼
果ガス排出削濃への衰欲 グ リーンロ連の採閉 特 定フロンなどの英筑指定外の温室効果ガスの納滅などを記入してください.

にあつては 名 務及ど代表者の氏名.
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主たる業種

畝 当 'つ 母 東

者要件
7京 都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギ

ー使用事業者 〈原油に換
算して,500キ ロリットル以上))

「層栗質瑞灘 夕 品醤段密ツ盆魯搬
当事業者(大規模選送事業者(トラックス

「霊警早聖窪混隣紫槽餐会母響行掃牌購寄
4号該当事業者(その他の温室効果ガスの大規模排出事

計 画 期 間 平成 18 年 4 月 平成  20 年 3 月

基 本 方 針 不要な場所及び時間帝の消灯、空調機設定温度の彼E及 び運転時間の九直し、廃栗物の力生のrlp制次ひ
リサイクルの推進寄により温室効果ガスの総排出量を10%肖Ⅲ濠することを目標とする。

推 進  体  制 内規により節約推進本部を設置してある。今回の地球温暖化対策においてもこの本部体制を活用する。

年度ごとの具
体的な取組及
び措置

工

18 空調熱源 熱演運転の適正化し、ガスで4研 、電気で12み使用量を削減する。

18 照明 共同部分の照明時間の短籍及び間,1き点灯し電力で05材使用量を肖u減する。

18～19 空議 空調の省エネ選転し、ガスで27は  電 気で5比使用量を削減する。

温三効果カス

の排出量等 排出区分
昼 千 年 夏 (夫 槙 '

(17)年 度
(二酸化炭奏検=(t))

日凛 午 反 (訴 ロ リ

(19)年 度
〈二隆化羨茉換算 (t)〉

目J限写

( F t画)
く%)

A事 業所等排出区分 5 171 731 t 5 770 33 t 116 %

B輸 送車両排出区分 t t %

Cそ の他排出区分 t t %

排出合計 ↓ タ t %

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの肖幌 量
等

対策等の区分
目標年度 計画)

〈二酸化炭秦換算 (t))

森林の保全及び整備 (整備面積) ヽ
■ 〈吸収量〉 t

府内産の木材の利用 (和湾霊 ) m' 〈印渡勁 t

自然エネルキーを利用した電
カスは熱の供給

(発電貫) k「1 (削減弱 t

(黙供潜D C】 (削減弱 t

グリーン電力の購入 (購入畳) 臨 b (削濃D t

Hl演重等合計 t

差 引排出量

(排出合計―削減等合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 く計画)
Ⅲ l 5171 781  t Ⅲコ‐・申         5770 33  t 1 1 6 %

特 記  事  壊

連  絡   究 担 当 部 署

担 当 者 氏 名
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